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C言語による日本語TSS端末エミュレータ

C言語による日本語

TSS端末エミュレータ

ー　PC-9801シリ-ズ対応-

武政　ヂ士*

1.はじめに

ここ数年のパソコンの普及とモデムの低価格化に伴って,パソコンを大型計算機のインテリジェン

トTSS端末として利用する人々が増加しています.パソコンをインテリジェント端末とする為にはエ

ミュレータプログラムが必要ですが,それらも数多く発表されています[1-9 ].著者もBASIC

コンパイラでもって,その主要機能が9600ビット/珍(BPS)の通信速度にも十分に対応出来るエ

ミュレ-タを発表していますLIO].

しかし, BASIC版のエミュレ-タに関して次のような不満な点がありまLT:.

1)日本語データのホストからの受信が4800BPSまでしか追従出来ない.

2)エミュレータの諸機能をより使い易いものに改良していこうとする時, BASICだと関数の機

能が少ないT:めに,その拡張に制限が出てくる.

3)最近九州大学大型計算機センターにおいても, TTY手頓のJOIS型端末から日本語を含むファ

イルの送信と日本語デ-タセットの編集が出来るようになりましたが[11],日本語データセッ

トの編果機能をBAS工Cでもってプログラムすることには著しい困難がある・

つまり, BASICはそれが持っている関数や機能を利用する限り高速かつ有効な処理が出来るのです

が,それ以外の場合の拡張性と融通性に関して大きな欠点を由っています.

そこで,上に述べた不満と欠点を解決するために最近流行のシステム記述用言語であるCでもって,

BASIC版エミュレ-タを書き換えましたので,ここに改めて紹介させて頂きます.このC版のエミ

ュレータはBASIC版の持っている欠点を全て改善し,かつ大幅に使い勝手が良いものになっていま

す.処理系は日本電気のパソコンPC-9801のMS-DOS上のLattice C Ver. 3.0 C12-13コです.

このエミュレータは通常のTTY型のTSS端末としての機能の他に,次のような機能を持っています.

1) TTY型端末としての日本語の入出力

2)ホストー-パソコン間の日本語を含むファイルの送受信

3) TSS処理中,並びにファイル送受信中での並行印刷′

4)簡易スクリーンエディタ(日本語デ-タセットも編集可能)

5) TTY-PFDによるフルスクリ-ン処理機能

6)端末表示のファイルへの記録

このプログラムは九州大学大型計算機センタ-のホストコンピュータFACOM M382(OS珊/F4

MSP)をターゲットとしていますが, FACOMのMシリーズの計算機であれば,そのまま正しく動作

すると思われます.なお当然でありますが,日本語に関係する諸機能は当該のホストコンピュータが
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その機能をサボ-トしている時のみ有効になります.

以下の2節と3節の記述はBASIC版C 10 ]のそれとかなりの部分が重複しますが,C版とBAS工C

版のエミュレータは全く別物ですので改めてその機能と使用方法を説明していきたいと思います.

2.鴇器構成とOSの環境および性能

現在使用中のパソコンはPC-9801VM2でありますが,特殊な機能は用いていませんのでPC-

9801シリ-ズ全機種で使用可能と思われます.なお現時点で,正しく動作することを確認している

機種はPC-9801E, F2,M2そしてVM2の4機種です. T=だし,本体のメモリーは256KB以上が

必要です.まf;PC-9801とPC-9801Eには漢字ROMが装着されている必要があり,ディスクド

ライブは2台が接続されていなくてはなりません.そして, MS-DOSのシステムはVer. 2.11以上を

使用します.

ディスプレイは640×400ドットの専用高解像度のものが必要です. (カラーディスプレイが望

ましい.)プリンターはPC-PRIOl, PR201シリーズか,もしくはこれらにコンパチブルなもの

を使用して下さい.更に, 1200BPS以上でホストからの多量のデータの受信と並行してプリンター

-の出力を行うときは,プT)ンタ-バッファが必要です・まT=当然でありますが,音響カブラないし

モデムがRS-232Cケーブルで本体と接続されていなくてはなりません.パソコン上でのファイル

(ソースプログラム,データ等)の作成や修正には, MS-DOS上で動くエディタが必要です.

日本語を含むデータセットのリアルタイムの編集には　NECDICC14], ATOKL15J,FIXER

[16]等の日本語入力フロントプロセッサが必要です.それらの使用方法並びにMS-DOSのシステ

ム構築用ファイルCONF工G. SYSへのデバイスドライバのファイル名の登録については,それぞれ

のマニュアルを参照して下さい.

その他の環境設定は特だ必要有りませんが, CONFIG. SYSファイルにおいてBUFFERS- 20

以上の指定を行っておくとファイルの入出力が早くなります.また,このプログラムはファイルの入

出力に関してラムディスクが使用出来ますので通信速度9600BPSで使用される場合は,それを設定

しておくとファイルの入出力に関して快適な利用が出来ます.

このエミュレータの性能を専用回線を用いてテストし,次の様な結果を得ています.テストに使用

しT=パソコンはPC-9801VM2(クロックは8MHzで使用)です.なお,ホストからの画面表示は高

速表示モ-ド(つまり,コマンド　TTY T4010　を実行しT=後の状態)での結果です.

a) TSSとPFD並びにファイルの送信に関しては, 300-9600BPSで正しく動作する.

b)受信データのディスケットへの書き込みは　300-4800BPSで正しく動作する・-なお,ラ

ムディスク使用時は300-9600BPSで正しく動作する.

C)データ受信時の並行印字は300-2400BPSで正しく動作する. (ただし, 1200BPS以上

ではプリンターバッファを必要とする.)

d)日本語を含むデータの送受信は300-9600BPSで正しく動作する.

これらはクロック8MHzでの結果ですので, PC-9801E,M2等でも上の結果と同じか,もしくはこ

れらに近い性能が期待出来ると思われます.

FACOMのMシリ-ズの計算機はXon/offコントロー*(フロ-制御)をサ#-トしておらず,ホ
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ストから送られてくるデータはいわゆるvT=れ流しV状態になっています.まT=,このエミュレ-タ

のRS-232Cの通信バッファは256バイトで,他のエミュレータのような受信バッファの拡張[7

-8 ]は行っていません.それにもかかわらず,このエミュレ-タは,その主要機能の全てが9600

BPSの通信速度に追従出釆ますので,今までに発表されているエミュレータの内で最高速の部類に属

するものだと思います.

3.使用方法

ドライブA(l)にプログラムディスク,ドライブB2)にMS-DOS形式でフォ-マット済みの作業用

ディスクを入れます, MS-DOSのコマンド待ちの状態から(ファイル名は　TSSPFD. EXE廿と

します)

TSSPFD CXXXX]臣]

とします.ここで,記号P]は改行キーを押すことを意味します.まTz, XXXXはボ-レートを表し,

300, 1200, 2400, 4800,もしくは9600BPSの値を取ることが出来ます.なお,ポ-レー

トの値を指定しない時は2400BPSが既定値として取られます.求-レ-ト以外のRS-232C関係

のパラメ-タ-はプログラム内で廿データ長7ビット,偶パリティ, 1ストップビット,フロ-制御

なし"と指定されています.上記のパラメーターでもってプログラム起動直後にMS-DOSの'SpEEDT

コマンドを用いて, RS-232Cポートを初期化しています.よって,ドライブa(i)にT SPEED.

COM"が必ず存在しなくてはなりません.

ディスクが回転して,まずタイトル画面が表れます.この時改行キ-を押すことによって,その表

示間隔を短縮することが出来ます.次にラムディスクの設定に関する問い合わせの画面が表れます.

その問いに適当に答えると,次のようなメインメニュ-があらわれます.

(1)ターミナルエミュレ-タ

(2)ファイル変換ユーティリティ

(3)終了

このメニューの中から,画面の指示に従って必要な作業項目を選択すれば,その作業に移る事が出来

ます.以下で,各々のメニュー内容を詳しく説明します.

(I)タ-ミナルエミュレ-タ

メインメニュ-画面で, (1)タ-ミナルエミュレータを選んで下さい.すると,本節の後半で説明

する SHIFT ・耳と巨∃ +匝]に外部よ。割。当てられ,=機能内容の,プリンタ
--の出力に関する問い合わせの画面が表れます.この問いに適当に答えると画面がクリアされ,

カ-ソルが左上瑞で点滅します.これで,エミュレ-タが起動されT:ことになります.次に,電話

によりホストコンピュータを呼び出し,音響カブラまT=はモデムとの接続を行って下さい.そして,

ROLL DOWN 辛-を押すと,ベルが2回なります.引き続きキ-ボ-ドより　　LOGON

TSS課題番号/パスワードWとキーインし,改行キーを押すとTSSセッションが開設されます.

その後の通常のキ-操作は,一般のTTY手順の端末機と同様でありますが,このエミュレータで
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はTSSモ-ドとPFD(Programming Facility for Display users) [ 17 ]モ-ドがあります.そ

して,各々のモ-ドにおいて,プログラムファンクション(PF)辛-の処理が可能になっています.

画面最下行に表示されていますのが,現在のモ-ドでのPFキ-に割り当てられている機能です

(表1参照).モードを切り換えるには

司を用いて下さい・ T=だし,
ROLL UP

SHIFT

SHIFT

SHIFT

キ-を押すという意味です. (

ROLI-　UP

ROLL UP もしくは

SHIFT

ROLL UP

GRPH

キーを押しながら

キ-の同時押下. )

でもって,モ-ドがTSS→PFD1-ナPFD2→TSSの頓に切り換わ

り,そのモードに属する機能名が画面最下行に表示されますので・,使用したい機能が表示されるま

で SHIFT ROLL UP を押して下さい.また,

-PF】)2-PFDl-TSSの頓にモ-ドカ.;変わっていきます・

表1.プログラムファンクションキ-の機能名一覧表

ROLL UP 押すとTSS

TSSとPFDの両モ-ドにおいて, ROLL DOWN 辛-はプレ-ク信号をホストへ送信しま

す. TSSモードにおいては, PFキーが押されると各々の機能名の右の2文字が★印で置き代わり,

その機能が動作していることを示すようになっています.まT=,両モ-ドにおいて巨垂司+E]

でもって画面のハ-ドコピ-が取れます.日本語が含まれている場合でも正しくコピー出来ます.

次に,画面のデータ表示の色ですが,ホストからデータを受信している時は緑色となり,パソコン

側でのデ-タの処理時は白色で表示されます.これによって処理状態が一目で判別出釆るようにな

っています.

次に,各々のモ-ドでの使用方法とPFキ-の機能を詳しく説明します.

ta)　TSSモードでの使用法

エミュレータ起動直後はTSSモードになっています.ここでは通常のTTY手頓のTSS端末機と

まっT=く同じ使用法が出来ます.つまり,キーポ-ドからTSSコマンドもしくはデ-タを入力し,

九州大学大型計算織センター広報
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終結コ-ドとして改行キ-を押すことによってホストと会話出来ます・ T=だし,ここでは入力文字

の訂正は[亘司-もしくはE]-でも-て1文字単位でしか行えません・それ以外に,この

モードではPFキ-処理による並行印字,ファイル転送機能,簡易スクーリンエディット機龍等も

使用出来るようになっています.

TSSモードにおけるPf.キーの機能

E∃ [ホスト-のフ,イルの送信]

ホストがEDITのINPUTサブコマンドモ-ドで,このキーを押すとディスプレイ画面にドライ

ブB(2)&bくはラムディスク(田キーが前もって押されている場合)上に存在するファイル

名が表示されます.そこでホストへ送信したいファイル名を画面の指示に従って正しく選択して下

さい.確認後ファイルの送信が始まります.ただし,送信出来るファイルはMS-DOSのテキスト

・フ,イル(アスキー・フ,イル)しか許されません・送信中に回を入力するとファイルの送

信を中止することが出来ます・誤ってこのモードに入っ,=場合は,巨i]-を押すとEDITモ-

ドに戻ることが出来ます.

[画面表示データの記録用ファイルのオープンとクローズ]

この-を押すと,ディスプレイ画面はドライブB(2)もしくはラムディスク( E亘]-が前

もって押されている場合)上に存在するファイル名を表示します.そこで,ディスプレイ画面に表

示されるデータを記録するためのファイル名を画面の指示に従って正しく入力して下さい. (この

エミュレータではファイル名としては,英数カナ文字しか許されませんので注意して下さい. )す

ると記録用ファイルがオ-プンされ,画面に表示されるデ-タのファイルへの書き込みが可能な状

態となります・この状態で巨二ヨ-を押すと,これ以降画面に表示されるデ-タがファイルに

も書き込まれます.フ7・イル-の記録を終える時は,このキ-を再度押して下さい.その時,記録

用のファイルのクロ-ズが行われデ-タのファイルへの書き込みは終了します.誤ってこのモ-ド

に入っ,=場合は,巨亘] -を押すと元のトドに戻ることが出来ます・

E三∃　亡記録用ファイル-のデ-タの書き込みと一時停止]

このキ-を押すと,これ以降画面に表示されるデ-タがファイルにも書き込まれます.そこで,

例えばホスト上のデ-タセットの内容をパソコン上のファイルに転送したいのであれば, LISTコ

マンドを用いて

LISTデータセット名　P]

としますと,デ-タセットの内容が画面に表示されると共にファイルにも記録されます.ファイル

への書き込みを一時停止したい場合には,もう一度このキ-を押して下さい.ファイルへのデ-タ

の書き込み再開は・再度このトを押して下さい・ ,=だし,これらの操作はEヨ-が前もっ

て押されている時のみ有効であることに注意して下さい.
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巨コ] [並行プリントの開始と終了]
このキ-を押すと,これ以降画面に表示されるデ-タがハイデンシティ(HD)パイカ印字モ-ド

でプリンターへも出力ノされます.もう一度押すとプリンター出力が停止されます.

[三三∃ [印字-ドの変更]

このキ-を押すと,印字モ-ドがハイスピードパイカモ-ドへ変更されます.再度押すとHI)パ

イカモードとなります・なお,初期設定はHDパイカモードになっています.ただし,このキー操

作は[≡∃ 4-が前もって押されている時のみ有効です.

[端末の高速表示と低速表示]

ホストがREADY状態で,このキ-を押すとホストから送られてくるデ-タの画面表示が速くな

ります(TSSコマンド　TTY T4010廿の実行).再度押すと低速表示(従来の表示)となりま

す(TSSコマンド　TTY TW"の実行).なおホストの初期設定は低速表示となっています.

E三∃ [ラムディスクのオープンとクローズ]

このキ-を押すと,以後ファイルの送信,表示デ-タのファイルへの記録等のファイル操作に関

してラムディスクが使用可能状態となります.当然でありますが,この場合はエミュレータ起動前

にラムディスクが設定されている必要があります.再度の押下によって,それを無効にすることが

出来ます.

LJOISモードへの変更]

このキ-の押下でもって, JOIS型日本語端末モ-ド(JOISモード)となります.これ以降は

ユーザー作成の日本語ファイルの送受信や,日本語を含むデータセットのエディットが可能になり

ます.また,九大大型計算機センターの情報検索システムAIRによるJICST科学技術文献(情報

工学)デ-タベ-ス(JICSTJ)の検索[18]も出来ます.再度押すと通常のTSSモードに戻りま

す.日本語に関する使用方法については,下記で詳しく説明します.

なお, JOISモードではホストから送られてくる制御シ-ケンスのチェックを常に行っています

ので,処理スピ-ドに閑しエミュレ-タに負担がかかっています.よって,日本語を含むデ-タの

処理以外では,必ず通常のTSSモードに戻しておいて下さい.

[TSSコマンドの一時的割り当て]

このキ-の押下によって

が出来ます.以下で説明する

竺アルファベット"・にTSSコマンドを一時的に割り当てる事

SHIFT i [亘]と巨亘]+ [亘]に,割。当てられいるTSS
コマンド以外に当該セッションで頻繁に使用するTSSコマンドを割り当てておくと,少ないキータ

ッチでもって能率的にセッションを進めることが出来ます.

まずコマンドを割り当てる一文字のアルファベットを入力して下さい.次に,そのアルファベッ

トキーに割り当てT=いTSSコマンドを入力して下さい. T:だし,そのコマンドは60文字以内でか
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つ,最後が★もしくは+記号で終っていなくてはなりません.最後が+記号で終わっているコマン

ドは巨亘ヨ-を押し,次にこのコマンドが割り当てられているアルファベット-を押します

と,コマンドは直ちにホストに送られます. ( キーとアルファベットキーの同時押下でな

いことに注意.)一万, +記号で終わっているコマンドは _VアルファベットVを押すと,

割り当てられているコマンド(+記号は除かれている)が画面に出力され,それに続くコマンドの

キ-ポ-ドからの入力待ち状態になります.そこで,キ-求-ドからの入力によりコマンドを完成

させ改行キ-を押すと,それはホストに送られます.なお,既にある機能が割り当てられているア

ルファベットキーを再度指定し、新しい機能を割り当てると前の機能と置き代わるようになってい

ます.まT=,ここで割り当てられT=機能はエミュレ-タを終了すると消滅します.機能割り当て終

了時に画面の問いに答えること.によって,今割り当てT:コマンドの一覧表をプリンタ-に出力する

ことも出来ます・誤-てこの-ドに入-f=時は・ [亘司-を押すことによって元の状態に戻る

ことが出来ます.

なお,コマンド割り当て終了後 ニスペ-スVを押すと,現在割り当てられているコマン

ド一覧がディスプレイ画面に表示されます・ここで,適当なアルファベットキーを押すとそれに対

応するコマンドが出力されます.

[タ-ミナルエミュレ-タの終了]

このキ-の押下でもって,ターミナルモ-ドを終了することが出来ます. T=だし, LOGOFFコ

マンドを送信しない限りRS-232Cのポ-トはオ-プンされたままですので,タ-ミナルモ-ド

を一度抜け出しファイル変換等の作業を行っT=後,再びTSSセッションを継続することも出来ます.

今,上で述べた機能以外にTSSモードにおいては,

互司)に次のような機能が割り当てられています・

SHIFT ・[司-(E∃-E

[亘亘至亘∃ + E∃

TSSセッション開設コマンド　LOGON TSS打をホストへ送信します.

SHIFT

ハングアップ状態に陥って,中断してしまっTzTSSセッションを強制的に終了させるコマンド

"LOGON TSS A70060AWをホストに送信します.

SHIFT +巨二∃ [ファイルの内容表示]

このキーを押すとドライブB(2)れくはラムディスク(Eヨ]トが前もって押されている場

令)上に存在するファイル名がディスプレイ画面に表示されます.そこで画面に内容を表示したい

ファイル名を,画面の指示に従って正しく選択して下さい.確認後,ファイルの内容が表示されま

す.ただし,表示出来るファイルはMS-DOSのテキスト・ファイルである必要があります.フ7

ィル表示中に[ヨキーを押すと表示は一時停止されます・次に,任意のトを押すと表示が再開

されます・またファイル表示中に巨]キ-を押すと表示は中断され,元のモードに戻ります・誤
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ってこのモ-ドに入っT=場合は・回トを押すと元のか-ドに戻ることが出来ます・

SHIFT +E三∃ [印字モードの変更]

プリンタ-がコンデンス印字モ-ドにセットされます.再度の押下でもって, HDパイカ印字モ

-ドにセットされます.初期設定はH】)パイカ印字モ-ドになっています. T=だし,この機能は前

もって[王ヨキ-が押されている時のみ有効です・

SHIFT +巨二三∃
TSSコマンドーLISTC-をホストに送信します.

SHIFT

TSSコマンド　DSL　をホストに送信します.

SHIFT ・E∃
TSSコマンドt TERM I-INESIZE(136)'をホストに送信します.

SHIFT [MS-DOSコマンドの実行]

このキ-を押すとTSSモ-ドを抜け出U, MS-DOSに入ることが出来ます.ただし,この場合

はドライブA(l)にMS-DOSコマンド¶ COMMAND. COM　が存在する必要があります.これ以

降は, MS-DOSの種々のコマンドや他のアプリケーションプログラムを実行することが出来ます.

TSSモ-ドに戻るにはMS-DOSのコマンド待ちの状態において　EXIT¶と入力して下さい.た
一一

だし,ドライブA(l)以外からTSSモ-ドに戻るには,当該ドライブ上にm COMMAND. COM　が

存在しなければプログラムがハングアップしてしまいますので十分な注意が必要です.また,アプ

リケーションプログラムを実行させる時には前もってメモリーに十分な余裕があることを確認して

おいて下さい.

SHIFT

セッション終了時に課金情報を出力するTSSセッション開設コマンド　LOGOFFC-をホスト

に送信します.

SH工PT

TSSセッション開設コマンド　LOGOFF　をホストに送信します.

ここで説明した SHIFT +匝] -の各種の機能割り当ては・プログラムの内で行われていま

す・しかし,これらの割り当ては[亘垂享亘∃ + [王∃ SH工PT +巨二司,回+
キーを除いて,もし必要ならばユーザが外部より各自の好みに合うように変更することが

出来るようになっています・また,その際に[亘亘] +巨可に対しても10個のコマンドを割り

当てることも出来ます.それは,エディタを用いてコマンドを割り当て用フアィル　TSSCOM-
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REG¶を前もってエミュレータプログラムがあるディスケット内に作り,その内に希望するコマン

ドを書き込んでおくことによって実現されます.よって,この機能割り当ては前に述べた

什アルファベット¶への機能割り当てと異なってTSSセッションを終えてもその機能が無効になり

ません.

そのフォーマットは次のようになっています.まず, SHIFT +回-の割り当ての場合は・
第1コラムを大文字の- s vで始め,次に10以下の数字を2つのコラムを用いて書いて下さい.つ

まり,例えば巨ヨ]トに,あるコマンドを割り当てT=い場合は'S06　とし・次に1つの空白

を開けその後に割り当てたいコマンドを書いて下さい.ただし,コマンドの長さは60文字以内であ

りかつ,その最後は*もしくは+記号で終っている必要があります.この暮もしくは+記号の意味

は,上のE互]のところで定義しT=ものと同じであはす・よ-て,例えば

とすると, SHIFT

sO6　EDIT SOURCE(TEST) FORT77*

・巨二∃でも-て

EDIT SOURCE(TEST) FORT77

なるコマンドがホストへ直ちに送られます.

一方, [亘∃+回-の割り当ては,第-コラムが大文字の廿K廿で始まる必要がある以外

は, SHIFT +回へのコマンド割り当ての場合と全く同様であはす・もし,このような

割り当てがファイルーTSSCOM. REG　の円でなされていると, SHIFT ・回に関して
はシステム既定値の内容が置き換わるようになっています. T=だし,ファイル"TSSCOM. REG-

の内に課題番号やパスワードを書き込むと,それらが簡単に見られることになりますので,取り扱

いには十分な注意が必要です・またEI]キ-を押すとロックされるので,それを必ず元に戻す

ことを忘れないようにして下さい.

簡易スクリ-ンエディタ機能

TSSモードにおいては,擬似フルスクリ-ンエディタ機能が使用出来ます.これは,チ-タセッ

トの編集とコマンドの修正再編集に利用出来ます.カーソルが画面左端に静止している時,まずカ

-ソル制御- [口を押して下さい・すると,画面最下行のPF-の機能表示が変化します・

これで擬似フルスクリーンモ-ドに入りました.その後は,各種のカ-ソル制御キ-でもって画面

上の任意の位置にカ-ソルを移動させ,ある行を適当に修正し改行キ-を押すと,その1行の内容

がホストに送信されます.と同時に, PFキーの表示が元のものに変化しTSSモ-ドに戻っT:こと

を示すようになっています.

従って,例えばEDITモ-ドでデ-タセットを編集する場合に, LISTサブコマンドでデ-タセ

ットの内容を画面に必要な行数だけ表示させ,修正しT=い行にカーソルを移動させて編集すること

が出来ます.ただし,改行キーを押す度にカーソルが元の位置に戻りますが,ラインエディットに

比較すれば編集がかなり楽になります.なお,編集LT=い行内に記号q I "があり, ¶ ! -を複数

コマンドの区切り記号として使用していない場合は,

201

SHIFT 辛-を押しながら改行キーを押し
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て下さい.

なお,このモ-ドでは次のようなBAS工Cのエディタが持っている機能に類似した機能が利用出

来ます・巨車] -を押すとカーソル位置に1文字挿入出釆る状態にな。ます・

はカーソル位置の文字を消去します・一方, [亘司-はカ-ソルを1カラム戻すのみで文字の消

圭は行いません. キ-を押すとカ-ソルは次行の先頭へ移動します.まT=,

[司はカーソル位酌,ら行の右端までを甲去します・ T=だし,カーソル位置はそのままです・

国+ t互は行頭よりカーソル位置までを消去します・カ-ソル位置は元のままです・ [亘司

キーはディスプレイ画面を全て消去します.誤って,このモードに入った時は

と元のモードに戻ります.更に,このモードにおいても他のモードの時と同様にPFキ-と

キ-を押す

SHIFT

+巨司キーによく利用する機能が割り当てられています・以下それについて説明します・

Eヨ
カーソルの位置に空白の1行を挿入します.先頭行は上方へスクロールアップします.

カーソルの位置に空白の1行を挿入します.カーソルのある行が行番号付きである時は,その行

番号+1の行番号を持つ行を発生させます.先頭行は上方へスクロールアップします.

E:ヨ
カーソルの位置に空白の1行を挿入し~ます・カーソルのある行が行番号付きである時は,その行

番号+2の行番号を持つ行を発生させます.先頭行は上方へスクロールアップします.

E三コ
カ-ソルを現在の位置より5行上に移動させます.カーソルが先頭行にある時は,カーソル位置

は変化しません.

正三]
カーソルを現在の位置より5行下に移動させます.カーソルが最終行にある時は,カーソル位置

は変化しません.

カーソル位置を右に5カラム移動させます.カーソルが行の最右端にある時は,カーソル位置は

変化しません.

1宴ロ
カーソル位置を左に5カラム移動させます.カーソルが行の最左端にある時は,カーソル位置は

変化しません.
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カーソル位置から,行の右端までをクリアします.カーソル位置はそのままです.なお,

+回にも同じ機能を持f=せてあります.

行番号つきのデータセットをエディットコマンドで編集している場合,このキーを押すと行番号

の次のカラムより行の右端までをケリアします.よって,このキーを押しT=後に,改行キーを押す

ことによってその1行の内容がデータセットより消去されます.

ディスプレイ画面で2行にわたるデータを編集したい時に,このキーを押して下さい.するとカ

ーソルがある行と,その次の行が水色に変化します.これにより,これらの2行を編集の対象にす

ることが出来ます.修正後,改行キーを押すことによって2行にわT=るデータがホストに送信され

ます.この指定を取り消すときは,水色になっているどちらかの行にカーソルをもって行き,この

キーを再度押して下さい.すると,水色が緑色に変化し指定を無効にすることが出来ます.

SHIFT
千 [=∃

カーソルの位置に空白の2行を挿入します.先頭の2行は上方-スクロールアップします.

SHIFT

カーソルの位置に空白の1行を挿入します.カーソルのある行が行番号付きである時は,その行

番号+5の行番号を持つ行を発生させます.先頭行は上方へスクロールアップします.

SHIFT ・巨二三]
カーソルの位置に空白の1行を挿入します.カ-ソルのある行が行番号付きである時は,その行

番号+10の行番号を持つ行を発生させます.先政行は上方-スクロ-ルアップします.

SHIFT + [王∃
カーソルを現在の位置より10行上に移動させます.カーソルが先頚行にある時は,カーソル位置

は変化しません.

SHIFT ・ [≡∃

カーソルを現在の位置より10行下に移動させます.カーソルが最終行にある時は,カーソル位置

は変化しません.

SHIFT

カーソル位置を右に10カラム移動させます.カーソルが行の最右端にある時は,カーソル位置は
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変化しません

SHIFT +

カーソル位置を左に10カラム移動させます.カーソルが行の駿左端にある時は,カーソル位置は

変化しません.

SHIFT

行頭よりカーソル位置までをクリアします.カーソル位置はそのままです.なお,

[司にも同じ機能を持'=せてあはす.

SHIFT

誤ってこのモード(簡易スクリーンエディトモード)に入っT:時は,このキーを押して下さい.

元の状態に戻ります.なお,

SHIFT

キーにも,これと同じ機能を持たせてあります.

ディスプレイ画面で3行にわたるデータを編集したい時に,このキーを押して下さい.するとカ

ーソルがある行と,その次の2行が水色に変化します.これにより,これらの3行を編集の対象に

することが出来ます.修正後,改行キーを押すことによって3行にわT:るデータがホストに送信さ

れます.この指定を取り消すときは,水色になっているどれかの行にカーソルをもって行き,この

キーを再度押して下さい.すると,水色が緑色に変化し指定を無効にすることが出来ます.

日本語ファイルの送受信と日本語データセットの編集.

日本語を含むデータの処理を始める前に,まずTSSモードにおいて キーを押して端末

をJO工Sモードにして下さい.その後は日本語ファイルの送信と日本語データセットの受信は,過

常のせssモードでのファイルの送受信に関する操作と全く同様にして行えます.次に,日本語デー

タセットの編集ですが,これも前述の簡易スクリーンエディット機能が使用出来ます.まずEDIT

コマンドのLISTサブコマンドでもって修正しT=いデ-タセットの内容を画面に表示し,次にカー

ソル制御キー □ を押すことによって擬似フルスクリ-ンエディットモードに入ります.そしてカーソ
ルを修正したい部分に移動させます.次に,例えば日本語入力フロントプロセッサがATOK5です

XFER でもって漢字変換モードに入ります.このモードにおいて適当な修正を

行った後,同じ操作で漢字変換モードから抜け出します.その後改行キーを押すと,変更されT:内

容がホストに送られエディットは終了します.なお,簡易スクリーンエディット機能の項で説明し

ました全ての機能がJOISモードにおいても正しく動作しますので,それらを用いることによって

能率よく作業を進めることが出来ます.

なお,従来のラインエディットモードでは,日本語データの置換と検索が正しく行われませんの

で,日本語データセットの修正は上で説明した方法を取って下さい.

ここで述べた日本語処理機能を用いますと,一太郎のような日本語ワープロや, NECDIC, ATOK
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のような日本語入力フロントプロセッサでもってパソコン上で作成した日本語ファイルを大型計算

機に送り,ホスト側のレ-ザ・プリンタできれいな出力を容易に得ることが出来ます・ただし,ホ

ストへ送信出来るファイルはMS-DOSのテキスト・ファイルである必要があります.例えば,～

太郎ですとファイル名の拡張子にjxwがついているファイルがそれに当T:ります.一部の日本語ワ

ープロでは,それ固有の文書ファイルか..らテキスト・ファイルへの変換が必要なものがありますの

で注意して下さい.また,当然でありますが日本語テキスト・ファイルを作成する際, JEF用テキ

ストフォーマッティングのための制御コード[19-20]をテキスト・ファイル中に付加する必要

があります.

なお,よく知られていることですが目本譜入力フロントプロセッサはMS-DOSのバージぎンや

ソフトとの相性があります. MS-DOS Ver. 3.1の下で,このプログラムで正しく動作することを

確認しているものは　NECDIC[14], ATOK5[15]とFIXERC16]です.その他のものに

ついては,確認していません.

MESSAGE. HLP町というファイルが,システムと同じディスケット円にあれば, HELP

キーを押すことによりその内容が画面に表示されます.このファイルはエディタを用いて自由に書

き直しが出来ますので,メモ等を書いておいて利用することが出来ます.なお,次のようなフォー

マットに従って什MESSAGE. HLP"が作られていますと, 1頁単位でその内容が画面に出力され

ます.つまり, 1頁は¶CTRL+L"(16進数でOCに対応)を含まない22行以内のテキストと1

貢の終わりを表わす区切り記号廿CTRL+L¶を含む1行よりなるようにして下さい.

(Lb)　pFDモードでの使用法

SHIFT ROLL UP もしくは ROLL UP を押すことによりPFD

モードに入って下さい.次に

pFD [オプション番号]　TTYTYPE　巨]

とすると,数秒後にオプション番号に対応するPFD画面が表示されます.なお,オプション番号を

省略するとPFDプライマリメニュー画面が表示されます.これ以降,フルスクリーン系のディスプ

レイ端末と同じようにPFD機能が使用出来ます.

このエミュレータプログラムは,アテンションキーは ROLI-　DOWN キーに対応し,画面の

再表示(RESHOW)キーは匝司キーに対応づけられています・カーソル移動はカーソル制御キ

一江],巨1.　　巨]
(画面0行0列)に移動させます.

で行います. HOME キーはカーソルをホームポジシロン

匝]キーはカーソルを次行の先頭-移動させ・ [垂司キ

-はカーソルの位置の文字を消去します・ [司キーは1文字分カーソルを戻します・文字は消去

されません・匝]キーを押すと挿入モードになり・それ以後に入力される文字をカーソルの位

置に挿入していきます・挿入モードから抜け出すには再度[亘ヨ-を押して下さい. TSS-

ドでの匝]キーと機能が少し異な-ているので注意して下さい・ [車重ヨキーを押すことによ

って,カーソルは現在位置している行の行番号の終わった位置より最初に表われる英数記号の位置

の真下に移動します.この機能とPFDの複数行挿入コマンドを用いますと,多くのステートメント
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を比較的容易に挿入することが出来ます. i [司はカーソルを行の右端に移動させます・

+匡巨まカーソルを行番号の左端に移動させます・また, +[∃
はカーソル

位置からその行の右端までをクリアします.カーソル位置はそのままです.画面のハードコピーは

i [可で取れます・
まfz, HELP, SPLIT, END,　　　等のPFD特有の機能を持つキーは,画面最下行に表

示されている位掛こ対応するパソコンのPFキーに対応づけられています.以下に,便宜上PFDの

マニュアル[17]より, HE工一P, SPLIT, -・-・等の機能を引用しておきます.

HELP : PF工)の操作方法が分からないときのT=めのHELP情報を表示する. 1次レベルエラーメ

ッセージが表示されている時,このキーを押すと2次レベルメッセージが表示される.

split :現在のカーソル位置で画面を上下に分割する.

END　　現在の処理を終了し,以前のメニューに戻る. E】)ITの場合,データセットへのSAVE

処理が行われるので,注意を要する.

RET　　直接プライマリオプションメニューに戻る.

FIND : BROWSE, EDITにおいて最近入力されfcFINDコマンドの処理,あるいはCHANGE

コマンドの文字列1オペランドを捜す処理を,現在のカーソル位置から再び実行する.

CHANG : EDITにおいて最近入力されTzCHANGEコマンドの処理を,現在のカーソル位置から再

び実行する.

UP　　:画面をSCROLLフィールドに表示されている量だけ,上に移動する.

DOWN　画面をSCROLLフィールドに表示されている量だけ,下に移動する.

SWAP　画面分割を行っているとき,カーソルを他方の画面の元あった位置に移動させる.

LEFT　　画面をSCROLLフィールドに表示されている量だけ,左に移動する.

R工ght :画面をSCROLLフィールドに表示されている量だけ,右に移動する.

CURSR:カーソルを画面の2行目の入力フィールドに移動する.既にカーソルがこの位置にある

時は, SCROLLフィールドに移動する.

上記以外の機能を使用する時はPPキー代替機能を使用して下さい.つまり,まず

でもってカーソルをホームポジションに移動させ,対応する・PFキーの番号(13-24)を入力し,

改行キーを押して下さい.

なお, PFDの詳細な使用法はマニュアル[17]を参照して下さい. PFDを終了した時は,画面

モードが変化していませんので SHIFT POLL UP もしくは, [頭重]+ ROLL UP

を押すことにより,必ずTSSモードに戻しておく必要があります.まTz, PFDモードでは日本語

データセットは編集出来ません.かつ,並行印字とファイル転送も出来ません.

TSS　&　PFDモードでの一般的注意:

・コマンドの投入は,必ずカーソルが静止した状態で行って下さい.まT=各種PFキーを連続的に

押さないで下さい.さもないと,プログラムがハングァップする場合があります.

SHIFT キーと巨ヨキーを同時に押さないようにして下さい・つまり,その際に画面最下

行に表われる各種コマンドは正しく機能しません.
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・エラー処理は出来るだけ行っていますが,まだ不十分ですのでコマンド,ファイル名,データセ

ット名等の入力は正確に行って下さい.しかし,エラーでプログラムがハングアップしても再起

動すれば問題なく動作します.

・同じキーがモードによって異なった機能を持っている場合がありますので注意して下さい・

1200BPS以上で大量のデータを受信しながら,並行印刷を行う場合にはプリンタバッファが必

要です.しかし,ディスケット上へのファイルの書き込みは4800BPS(ラムディスク使用時は

9600BPS)まで正しく追従出来ますので,プリンタバッファのない場合には表示データを一員

ファイルに書き込み, TSSセッション終了後それをプリント出力する方法をとって下さい.

・ファイル名は8文字までの主ファイル名,ピリオドと3文字までの拡張子より成ります.拡張子

はなくても構いません.ただし,このエミュレータでは主ファイル名,拡張子共に英数カナ文字

しか許されません.

・パソコン上のファイル名には,パス名は指定出来ません.つまり,このプログラムは階層ディレ

クトリをサポートしていません.

(2)ファイル変換ユーティリティ

メインメニュー画面(2)7　イル変換ユーティリティを選ぶと,以下のようなサブメニューが表わ

れます.

1　行番号のない文を取り除く

2.行番号を取り除く

3.行番号をつける

4.ファイルの転送

この内より,必要なメニュー番号を選び画面の問いに正しく答えていくと,番号1--4に対応して,

それぞれ次のようなファイル変換が行われます.ただし,ファイル変換の対象ファイルはMO-DOS

のテキスト・ファイルでなくてはなりません.

1.ファイルに記録しT:データより,先頭に行番号が付いていないデータを全て取り除く.これに

より,例えば先頭に行番号が付いたソースプログラムのみの,新しいファイルが作られる.

2.ファイルに記録しT=データより,先頭に行番号が付いていないデータを全て取り除き,かつ行

番号も取り除く.これによって,例えばカードイメージでのソースプログラムの新しいファイル

が作られる.

3.ファイル内のデータの先頭に, 000010で始まり10きざみに増加する行番号を付けた新しい

ファイルが作られる.

4.ラムディスク上にあるファイルをドライブB(2)上にコピー(退避)する.

なお, -3に対してはE三ヨ-の押下によってファイル変換の対象ドライブ(ドライブ

B(2)もしくはラムディスク)の切り替えが出来るようになっています.まrz, 1--3に関しては,

変換前のファイル名を同じにすることは出来ません・誤ってこのサブメニユーに入-,=場合匝]

キーを押すことによって,メインメニューに戻ることが出来ます.
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(3)終　了

メインメニュー画面で(3)終了を選ぶと,プログラムを終了させMS-DOSに戻ることが出来ます.

なお, MS-DOSに戻ってもRS-232CのポートはオープンされT=ままになっていますので, TSS

の作業を終えるときには前もって必ず　LOGOFF　コマンドを実行しておく必要があります・再度,

ェミュレータを実行する場合はMS-DOSのプロンプトが出ている状態で　TSSPFD [ボーレー

ト]Wとキーインして下さい.

4.おわりに

MS-DOSなるOS上で動作するC言語で書かれた高速多機能TSS端末エミュレータを紹介させて

頂きました・紙面の都合上プログラムリストは掲載出釆ませんでしたが,このプログラムの初期の版

は文献[ 21-22 ]に発表されていますので,プログラムの内容とアルゴリズムに興味をお持ちの方

は,そちらを御覧下さい・今回発表のエミュレータは初期の版のプログラムに日本語機能を追加し,

かつその他の部分においても大幅な機能強化と使い勝手の向上が施されたものです.

特に,このプログラムを作成するに当T=っては,初心者の方にもすぐに使用できるように出来るだ

け多くのメッセージを日本語で画面に表示しなるべく使い易いことを念頭におきましたので,一度使

用していただけると,このエミュレータの高速性と同時に使い勝手の良さを認識して頂けると思って

IE!邑題

なお, MS-DOSは16ビットパソコンの標準的OSとしてその地位を確立してきました.そして,

このOS上で動作する数多くの応用ソフトやユーティリティが発売されていますので,それらとこの

プログラムを組み合わせて,より多様かつ有効な使い方も出来ると思われます.実際,このプログラ

ムでは起動直後にディスクのアクセス速度を改善するユーティリティSRT. COM[23]を作動させ

ています.

このエミュレータプログラム一式は,九大大型計算機センター2階端末室に置いてありますので,

使用希望者は各自でコピーして下さい.ただし, MS-DOSのシステムや日本語フロントプロセッサ

は入っていませんので各自で御用意下さい.また8インチと5インチ2HDドライブ版と5インチ2DD

ドライブ版とでは, TSSPFD. EXEファイルの内容が異りますので,使用するパソコンの機種に合

わせて正しくお選び下さい.

このエミュレータが皆様の計算機環境の向上に少しでもお役に立てば幸いです.なお,本稿には,

不十分な点や不勉強な点が多々見られると思われますが,お気づきの点は是非ご指摘をお願いします.

今回発表したプログラムの拡張機能版として,現在カラーグラフィックスへの対応版を作成中です.

これも完成次第本広報に発表する予定です.
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